
(57)【要約】

【課題】本発明は、内視鏡下外科手術において例えば卵

巣嚢腫の内容液吸引の際、穿刺時に誤って卵巣を貫通す

ることが無く、更に吸引管が卵巣から脱落しない穿刺吸

引装置ハンドルを提供すること。

【解決手段】先端部に内針を付設した吸引管を、収納す

る外筒及び外筒が挿通されるハンドル部から構成される

穿刺吸引装置ハンドルであって、外筒を摺動させる外筒

スライド手段と吸引管先端部近傍に設置されたバルーン

を拡張又は収縮させる手段を

ハンドル部に設け、更に内針の過刺入を防止するための

過刺入防止部を吸引管末端部近傍に設けた穿刺吸引装置

ハンドル。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 部 に 内 針 が 付 設 さ れ た 吸 引 管 と 、 前 記 吸 引 管 を 進 退 自 在 に 収 納 す る 外 筒 、 及 び 前 記 外
筒 が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ た ハ ン ド ル 部 か ら 構 成 さ れ る 穿 刺 吸 引 装 置 で あ っ て 、 前 記 ハ ン ド
ル 部 に 外 筒 を 摺 動 可 能 に す る 外 筒 ス ラ イ ド 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 吸 引 装 置 ハ
ン ド ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 吸 引 管 末 端 部 近 傍 に 前 記 内 針 の 過 刺 入 を 防 止 す る 過 刺 入 防 止 部 を 有 し 、 前 記 過 刺 入 防
止 部 が 前 記 ハ ン ド ル 部 後 端 に 当 接 す る こ と で 過 刺 入 防 止 が な さ れ る も の で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 引 管 の 先 端 部 近 傍 に 固 定 手 段 を 有 し 、 前 記 固 定 手 段 が 少 な く と も １ つ の バ ル ー ン で
あ り 、 前 記 ハ ン ド ル 部 に 前 記 バ ル ー ン を 拡 張 又 は 収 縮 さ せ る 手 段 を 少 な く と も １ つ 有 す る
も の で あ る 請 求 項 1又 は ２ に 記 載 の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 バ ル ー ン を 拡 張 又 は 収 縮 さ せ る 手 段 が 、 メ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー で あ る 請 求 項 ３ に 記 載
の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 、 例 え ば 卵 巣 嚢 腫 等 の 内 溶 液 を 吸 引 す る た め の 穿
刺 吸 引 装 置 を 操 作 す る ハ ン ド ル 部 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 が 広 く 実 施 さ れ て い る 。 内 視 鏡 下 の 手 術 は 、 内 視 鏡 か ら 見 た 映
像 を 画 面 で 見 な が ら 遠 隔 操 作 で 手 術 を 行 う 方 法 で あ る 。 婦 人 科 の 内 視 鏡 下 外 科 手 術 の 場 合
、 腹 腔 内 か ら の ア プ ロ ー チ の 他 に 膣 内 か ら の ア プ ロ ー チ も 利 用 さ れ る 。 卵 巣 嚢 腫 の 症 例 で
は 、 嚢 腫 内 溶 液 を 穿 刺 針 や 吸 引 管 等 で 吸 引 す る 。 通 常 、 鉗 子 等 で 卵 巣 を 把 持 し な が ら 穿 刺
針 を 刺 入 し た り 、 卵 巣 に 切 開 を 入 れ て 吸 引 管 で 吸 引 す る 方 法 が 取 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ま で の 穿 刺 針 を 嚢 腫 に 刺 入 し 、 吸 引 す る 方 法 で は 刺 入 し す ぎ て し ま い 、 嚢 腫 を 貫 通
又 は 他 臓 器 を 穿 刺 す る こ と が あ る 。 ま た 穿 刺 針 が 嚢 腫 に 固 定 さ れ て い な い た め 、 穿 刺 針 が
抜 け て し ま い 内 容 液 が 漏 出 す る こ と が あ っ た 。 更 に 、 嚢 腫 を 切 開 し 吸 引 管 等 で 吸 引 す る 方
法 で は 、 切 開 時 お よ び 吸 引 時 に 内 溶 液 が 漏 出 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 改 善 策 と し て 、 穿 刺 針 を 刺 入 し た 際 に 漏 出 し た 内 容 液 を 外 筒 の ル ー ト か ら 吸 引 す る
方 法 が 特 許 文 献 １ に 提 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 外 筒 が 穿 刺 針 の 過 刺 入 を 防 止 す る 働 き は
あ る が 、 穿 刺 針 に 卵 巣 か ら の 脱 落 防 止 の 機 構 が 無 い た め 、 外 筒 先 端 か ら 卵 巣 が 外 れ や す く
、 内 容 液 が 漏 出 し 吸 引 で き ず 効 果 が な い 場 合 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ ２ ４ ７ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 例 え ば 卵 巣 嚢 腫 の 内 容 液 吸 引 の 際 、 穿 刺 時 に 誤 っ
て 卵 巣 を 貫 通 す る こ と が 無 く 、 加 え て 吸 引 管 が 卵 巣 か ら 脱 落 し な い 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、
（ １ ） 先 端 部 に 内 針 が 付 設 さ れ た 吸 引 管 、 前 記 吸 引 管 を 進 退 自 在 に 収 納 す る 外 筒 、 及 び 前
記 外 筒 が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ る ハ ン ド ル 部 か ら 構 成 さ れ る 穿 刺 吸 引 装 置 で あ っ て 、 前 記 ハ
ン ド ル 部 に 前 記 外 筒 を 摺 動 可 能 に す る 外 筒 ス ラ イ ド 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 吸
引 装 置 ハ ン ド ル 、
　
（ ２ ） 前 記 吸 引 管 末 端 部 近 傍 に 前 記 内 針 の 過 刺 入 を 防 止 す る た め の 過 刺 入 防 止 部 を 有 し 、
前 記 過 刺 入 防 止 部 が 前 記 ハ ン ド ル 部 後 端 に 当 接 す る こ と で 過 刺 入 防 止 が な さ れ る も の で あ
る （ １ ） に 記 載 の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル 、
（ ３ ） 前 記 吸 引 管 の 先 端 部 近 傍 に 固 定 手 段 を 有 し 、 前 記 固 定 手 段 が 少 な く と も １ つ の バ ル
ー ン で あ り 、 前 記 ハ ン ド ル 部 に 前 記 バ ル ー ン を 拡 張 又 は 収 縮 さ せ る 手 段 を 少 な く と も １ つ
有 す る も の で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル 、
　 （ ４ ） 前 記 手 段 が 、 メ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー で あ る （ ３ ） に 記 載 の 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル
、
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 卵 巣 へ 吸 引 用 の 穿 刺 針 を 刺 入 す る 時 に 誤 っ て 貫 通 し て し ま う 事 故 を 防
止 し 、 穿 刺 し た 吸 引 管 よ り 卵 巣 が 脱 落 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の 軽 減
、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 費 削 減 効 果 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 1～ 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る
穿 刺 吸 引 装 置 の 外 観 図 を 示 す 。 図 ３ は 、 ハ ン ド ル 部 の 断 面 図 を 示 す 。 図 ４ ～ 図 ７ は 本 、 発
明 の 使 用 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 の 外 観 図 で あ り 、 そ の 構 造 は 内 針 （ １ ） 、 内 針 （ １ ） を 挿 入
し た 状 態 で 同 時 に 臓 器 内 へ 刺 入 さ れ る 吸 引 管 （ ２ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） の 外 周 に 位 置 し 、 内 部
で 吸 引 管 （ ２ ） と 内 針 （ １ ） が 移 動 可 能 な 外 筒 （ ３ ） 、 吸 引 操 作 の 切 替 え や 吸 引 管 （ ２ ）
の 移 動 操 作 を 行 う ハ ン ド ル 部 （ ４ ） 、 外 筒 （ ３ ） の ス ラ イ ド 操 作 を 行 う た め の ス ラ イ ド レ
バ ー （ ５ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） の 外 周 に 配 置 さ れ 臓 器 の 内 側 に 設 置 し 、 臓 器 を 固 定 す る た め の
内 バ ル ー ン （ ６ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） の 外 周 に 配 置 さ れ 臓 器 の 外 側 に 設 置 し 、 臓 器 を 固 定 す る
た め の 外 バ ル ー ン （ ７ ） 、 刺 入 長 を コ ン ト ロ ー ル す る た め 吸 引 管 （ ２ ） に 付 設 さ れ る 過 刺
入 防 止 部 （ ８ ） 、 内 バ ル ー ン （ ６ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る た め の 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ
ュ ー ブ （ ９ ） 、 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る た め の 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ
ー ブ （ １ ０ ） よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 内 針 ）
　 　 内 針 （ １ ） は 通 常 射 出 成 形 、 押 出 成 形 や 金 属 加 工 に よ り 作 製 さ れ る 。 内 針 （ １ ） の 外
径 は 、 φ 1～ φ 8ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ れ は 、 φ 1ｍ ｍ 未 満 で は 特 に 粘 性 の 高 い 内 溶 液 の 吸 引
効 率 が 悪 く 、 ま た φ 8ｍ ｍ を 超 え る と 卵 巣 な ど へ 刺 入 す る 場 合 は 、 太 す ぎ て 刺 入 し づ ら い
。 全 長 は 20～ 50ｃ ｍ が 望 ま し い 。 こ れ は 20ｃ ｍ 未 満 で は 臓 器 へ 届 か な い 可 能 性 が あ り 、 50
ｃ ｍ を 超 え る と 処 置 具 の 操 作 性 が 悪 く な る た め で あ る 。 内 針 （ １ ） は 管 状 で も よ く 、 そ の
場 合 の 内 径 は 、 φ 0.5～ φ 7ｍ ｍ が 好 ま し い 。 内 針 （ １ ） の 針 先 は 鋭 利 な 形 状 で あ れ ば 良 く
、 円 錐 形 や 斜 め カ ッ ト の よ う な 形 状 で よ い 。 内 針 （ １ ） に 使 用 さ れ る 材 質 は 、 通 常 ス テ ン
レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る が ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 等 の 硬 質 の 合 成 樹 脂 で も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 吸 引 管 ）
　 　 吸 引 管 （ ２ ） は 、 内 腔 を 持 つ 導 管 で あ り 、 通 常 射 出 成 形 、 押 出 成 形 や 金 属 加 工 で 作 製
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さ れ る 。 内 径 は 、 内 針 （ １ ） に 段 差 な く 密 着 で き る 程 度 に 形 成 さ れ る 。 肉 厚 は 0.1～ 2ｍ ｍ
で あ る 。 吸 引 管 の 先 端 に は 、 臓 器 を 固 定 す る た め の 内 バ ル ー ン （ ６ ） 及 び 外 バ ル ー ン （ ７
） が 接 着 等 の 方 法 で 設 置 さ れ 、 内 バ ル ー ン （ ６ ） 及 び 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ
る た め の ル ー メ ン を 付 設 し 、 ３ ル ー メ ン と す る こ と も あ る 。 ま た 、 最 先 端 は 、 臓 器 内 部 を
傷 つ け な い た め に 軟 質 材 を イ ン サ ー ト 成 形 な ど で 形 成 さ せ て も 良 い 。 吸 引 管 （ ２ ） に 使 用
さ れ る 材 質 は 、 通 常 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る が 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 等
の 硬 質 の 合 成 樹 脂 で も よ い 。 ま た 先 端 の 軟 質 材 に は 天 然 ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 軟 質 塩 化
ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン
テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 等 の 可 と う 性 を 有 す る も の を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 外 筒 ）
　 外 筒 （ ３ ） は 通 常 、 射 出 成 形 や 押 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 ハ ン ド ル 部 （ ４ ） に 取 り 付 け る
方 法 は 、 図 1の ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） を ス ラ イ ド さ せ る こ と で 外 筒 （ ３ ） が ス ラ イ ド で き
る よ う に ハ ン ド ル 部 （ ４ ） へ は め 込 み 式 や ネ ジ 止 め な ど の 着 脱 可 能 な 方 法 、 溶 剤 や 接 着 剤
に よ る 接 着 、 超 音 波 や 高 周 波 で の 溶 着 で 取 り 付 け て も 良 い 。 図 ３ の 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外
バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る た め の 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ ９ ） 、 外 バ
ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ １ ０ ） が 通 過 し 、 外 筒 （ ３ ） と 吸 引 管 （ ２ ） が ス ラ イ ド す
る た め の 外 筒 ス リ ッ ト を 設 け る 場 合 も あ る 。 外 筒 （ ３ ） の 内 径 は 3～ 14ｍ ｍ で 、 外 径 は 4～
15ｍ ｍ で 形 成 さ れ る 。 内 径 3ｍ ｍ 未 満 で は 、 内 容 液 を 吸 引 す る た め の 吸 引 管 （ ２ ） の 内 径
が 小 さ く な り 、 内 溶 液 の 吸 引 効 率 が 悪 く 、 外 径 は 挿 入 す る ト ロ ッ カ ー の 径 に 制 限 さ れ る 。
長 さ は 、 使 用 前 に は 内 針 （ １ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） を 先 端 ま で カ バ ー す る 長 さ を 有 し 、 外 筒 ス
ラ イ ド レ バ ー を ス ラ イ ド さ せ る こ と で 内 針 （ １ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） を 外 筒 （ ３ ） の 先 端 か ら
突 出 す る こ と が で き る 。 外 筒 （ ３ ） に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー
ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ハ ン ド ル 部 ）
　 　 ハ ン ド ル 部 （ ４ ） は 通 常 射 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 ハ ン ド ル 部 （ ４ ） は 内 溶 液 の 吸 引 、
生 理 食 塩 水 の 注 入 ／ 排 出 を 行 い 、 外 筒 （ ３ ） を 摺 動 さ せ る ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） や ス ラ イ
ド レ バ ー （ ５ ） の 動 く 範 囲 を 定 め る た め の ス ラ イ ド レ バ ー ス リ ッ ト や 、 内 バ ル ー ン （ ６ ）
、 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ ９ ） 、 外 バ ル
ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ １ ０ ） や 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 ポ ー ト （ １ １ ） や 外 バ ル ー
ン 膨 張 ／ 収 縮 用 ポ ー ト （ １ ２ ） を 設 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の ポ ー ト は 、 シ リ ン ジ が 嵌
合 で き る メ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー が 好 ま し く 、 更 に シ リ ン ジ を 外 し て も 注 入 物 が 逆 流 し な い
一 方 弁 付 の コ ネ ク タ ー が 好 ま し い 。 ハ ン ド ル 部 （ ４ ） に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 硬 質 塩 化 ビ ニ
ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属
材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ス ラ イ ド レ バ ー ）
　 　 ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） は 、 通 常 射 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） は 、 外
筒 （ ３ ） へ は め 込 み 式 や ネ ジ 止 め な ど の 着 脱 可 能 な 方 法 、 溶 剤 や 接 着 剤 に よ る 接 着 、 超 音
波 や 高 周 波 で の 溶 着 等 で 取 り 付 け て も 良 い 。 ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） に 使 用 さ れ る 材 料 は 、
硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ
ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 内 バ ル ー ン 、 外 バ ル ー ン ）
　 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ） は 、 臓 器 脱 落 防 止 の た め の 固 定 手 段 で あ り 、 内 バ
ル ー ン （ ６ ） 、 外 バ ル ー ン （ ７ ） は 押 出 し 成 形 、 ブ ロ ー 成 形 、 圧 縮 成 形 、 デ ィ ッ ピ ン グ 、
シ ー ト 溶 着 等 の 方 法 で 形 成 さ れ る 。 吸 引 管 （ ２ ） 先 端 部 に は 、 接 着 ま た は 溶 着 等 に よ り 設
置 さ れ る 。 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ） の 長 手 方 向 の 幅 は 、 10～ 30ｍ ｍ で あ り 、
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膨 張 径 は 、 φ 5～ φ 35ｍ ｍ が 好 適 で あ る 。 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ） の 間 隔 は
、 サ イ ズ に よ っ て も 異 な る が 、 膨 張 時 に 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ） が 密 着 す る
こ と が 望 ま し い 。 使 用 さ れ る 材 料 は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や 天 然 ゴ ム な ど の ゴ ム 系 や 軟 質 塩 化
ビ ニ ル 樹 脂 、 Ｓ Ｅ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 等 の 合 成 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。 装 着 後 の 外 径 は 、
外 筒 （ ３ ） の 内 径 に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 過 刺 入 防 止 部 ）
　 過 刺 入 防 止 部 （ ８ ） は 、 射 出 成 形 や 圧 縮 成 形 で 形 成 さ れ 、 図 1～ 図 ３ の よ う に 内 針 （ １
） と 吸 引 管 （ ２ ） 末 端 に 任 意 の 先 端 突 出 長 に な る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 過 刺 入 防 止 部 （
８ ） が ハ ン ド ル 部 （ ４ ） 後 端 に 突 当 た る こ と で 穿 刺 距 離 を 規 制 し 、 過 刺 入 を 防 止 す る 。 過
刺 入 防 止 部 （ ８ ） の 材 質 は 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の
硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ 、 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ ）
　 　 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ ９ ） 、 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ １ ０ ）
は 、 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る た め の 気 体 及 び 液 体 注 入 ／
排 出 ル ー ト で あ る 。 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ ９ ） と 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ
ュ ー ブ （ １ ０ ） は 、 吸 引 管 （ ２ ） に 付 設 し て い る 内 バ ル ー ン （ ６ ） 、 外 バ ル ー ン （ ７ ） 膨
張 ／ 収 縮 用 の ル ー メ ン に 接 着 や 溶 着 等 の 方 法 で 接 続 さ れ る 。 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ
ー ブ （ ９ ） と 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ （ １ ０ ） の 外 径 は 、 0.5～ 5mmで あ る 。 0.5m
m未 満 で は バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る た め の 十 分 な 内 径 が 確 保 で き ず 、 5mmよ り 大 き い 場 合 は ハ
ン ド ル 内 に 収 ま ら な く な る 。 使 用 さ れ る 材 料 は 、 吸 引 管 （ ２ ） の ス ラ イ ド 時 に 適 度 に 変 形
す る シ リ コ ー ン ゴ ム や 天 然 ゴ ム な ど の ゴ ム 系 や 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 Ｓ Ｅ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ
ウ レ タ ン 等 の 合 成 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 使 用 方 法 ）
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 穿 刺 吸 引 装 置 の 実 際 の 使 用 方 法 に つ い て 図 ４ ～ 図 ７ を 用 い て 解 説 し
、 本 発 明 の 効 果 を 明 確 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ の よ う に 、 ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） を 前 方 に 摺 動 さ せ 、 内 針 （ １ ） 、 吸 引 管 （ ２ ） を
外 筒 （ ３ ） の 内 部 に 収 納 さ せ た 状 態 で ト ロ ッ カ ー を 通 し て 腹 腔 内 へ 挿 入 し 、 卵 巣 に 外 筒 （
３ ） の 先 端 を 押 し 当 て る 。 図 ５ の よ う に 、 先 端 を 卵 巣 に 押 し 当 て た 状 態 で 内 針 （ １ ） と 吸
引 管 （ ２ ） を 過 刺 入 防 止 部 （ ８ ） が ハ ン ド ル 部 （ ４ ） 後 端 に 突 当 た る ま で 刺 入 し 、 徐 々 に
卵 巣 嚢 腫 内 へ 挿 入 す る 。 刺 入 深 さ は 、 過 刺 入 防 止 部 （ ８ ） で 制 御 さ れ て い る た め 、 誤 っ て
卵 巣 嚢 腫 を 貫 通 さ せ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 図 ６ の よ う に 吸 引 管 （ ２ ） を 卵 巣 嚢 腫 に 固 定 す る た め に 内 バ ル ー ン （ ６ ） を 膨 張
さ せ 、 卵 巣 嚢 腫 を 内 側 か ら 固 定 す る 。 続 い て 、 図 ７ の よ う に ス ラ イ ド レ バ ー （ ５ ） を 後 方
に 摺 動 さ せ 、 外 筒 （ ３ ） か ら 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 露 出 さ せ 、 外 バ ル ー ン （ ７ ） を 膨 張 さ せ
、 卵 巣 嚢 腫 を 外 側 か ら 固 定 す る 。 吸 引 管 （ ２ ） は 、 内 バ ル ー ン （ ６ ） と 外 バ ル ー ン （ ７ ）
に よ り 卵 巣 嚢 腫 に 固 定 さ れ て い る た め 容 易 に 抜 け 落 ち ず 、 ま た 内 容 液 の 漏 出 も 抑 え る こ と
が で き る 。 内 針 （ １ ） を 抜 去 し て 吸 引 用 チ ュ ー ブ に 接 続 し 、 内 容 液 を 吸 引 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 卵 巣 へ 吸 引 用 の 穿 刺 針 を 刺 入 す る 時 に 誤 っ て 貫 通 す る 事 故 を 防 止 し 、
吸 引 管 よ り 卵 巣 の 脱 落 を 防 ぐ こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の 軽 減 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い
て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 費 削 減 効 果 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル の 外 観 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 ハ ン ド ル の ハ ン ド ル 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 吸 引 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 　 内 針
　 ２ 　 　 吸 引 管
　 ３ 　 　 外 筒
　 ４ 　 　 ハ ン ド ル 部
　 ５ 　 　 ス ラ イ ド レ バ ー
　 ６ 　 　 内 バ ル ー ン
　 ７ 　 　 外 バ ル ー ン
　 ８ 　 　 過 刺 入 防 止 部
　 ９ 　 　 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ
　 １ ０ 　 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 チ ュ ー ブ
　 １ １ 　 内 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 ポ ー ト
　 １ ２ 　 外 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 用 ポ ー ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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